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ワークショップ

やっぱり乳幼児期が重要！
青年期に至るまでの土台作り

2017年2月5日　
14：00～17：30

・「子どもの育ちと脳の発達」
    佐藤佳代子さん
    （子どもの文化学校講師・子育ち子育てコーディネーター）

・「思春期の子どもたちに接して思うこと」
    白旗眞生さん
    （Kiitos・青少年の居場所主宰）

みんなで考えよう！
子どもの居場所

主催：こども笑顔ミーティング実行委員会（社会教育関係団体）　代表  近藤博子（気まぐれ八百屋だんだん店長）
問合せ・申込み：E-mail KodomoEgao@googlegroups.com / FAX 03-3736-4006

自閉症や発達障害を抱える子どもたちがその衝動の赴くままに絵筆
を走らせた絵画とその制作過程をおさめた写真展示です。絵画として
の魅力と力強さに圧倒されます。エネルギッシュな絵をぜひ見に来て
ください。

第1部 第2部

同時
開催

500円（資料代ほか）
保育：原則1歳半以上の未就学児対象。
（定員あり。保育料ひとり500円。お申込み方法は裏面をご覧下さい。）

場
所

参
加
費

講演 わいわい会議

日　

平成28年度大田区教育委員会 家庭・地域教育力向上支援事業/実施団体 こども笑顔ミーティング実行委員会
大田区制70周年記念事業「夢をつなごう 世界へ はばたく大田」

「こども食堂」主宰  《気まぐれ八百屋だんだん》店主　近藤博子

こども食堂を始めて4年が過ぎました。家族のだんらんのように、楽しく夕飯を食べられる場所が地域の中
にあってもいいのではないか、と思って始めた「こども食堂」です。これからも、こどもたちが、近所のおばち
ゃんやおじちゃんと仲良くなって、なんでも話せて、何かあったとき、助けを求めてこられる場所でありたい
なと思っています。
　一方で虐待も増えていると聞きます。お母さんにとっても、追いつめられる前に、息抜きができて、助けを
求められる場所が、やはり地域に必要です。
　大田区の中に人とつながれる”あったかい場所“をたくさんつくっていきましょう！

代表者挨拶

大田区民プラザ・小ホール
大田区下丸子3-1-3 (東急多摩川線下丸子駅下車1分)

（大田区内の子どもの居場所・活動報告）

ナンブトモノリ写真展
「Re：Creation-Nam.and Arbrut-」

増やそう、つながろう、

みんなの居場所

こども笑笑顔笑顔ミーティング
第10回

（開場13：30）


